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令和７年５月教育委員会定例会議 

 

日  時  令和７年５月２９日（木曜日） 

       午後１時３０分開議 

場  所  美里町役場南郷庁舎２階２０２会議室 

出 席 者  教育委員（５名） 

           教  育  長   大 友 義 孝 

       １番  教育長職務代理者  留 守 広 行 

       ２番  委     員   岡     文 

       ３番  委     員   大 森 真智子 

       ４番  委     員   佐々木 忠 夫 

       欠 席  （なし） 

説 明 員  教育委員会事務局 

        教育委員会事務局長兼 

        教育総務課長兼地域学校連携室長  佐 藤 功太郎 

        教育総務課学校教育支援室長    大久保 賢 二 

        教育総務課総務係長        森   陽 祐 

        教育総務課主幹          髙 橋 貴 子 

 

                                            

議事日程 

 令和７年３月教育委員会定例会議事録の承認 

 令和７年４月教育委員会定例会議事録の承認 

 第 １ 議事録署名委員の指名 

 ・ 報告 

 第 ２ 教育長報告 

 第 ３ 報告第６号 専決処分の報告について（美里町いじめ対策委員会委員の委嘱につい

て） 

 第 ４ 報告第７号 学力向上事業について 

 第 ５ 報告第８号 いじめ・不登校対策事業について 

 第 ６ 報告 ９号 指定校変更について 
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 ・ 協議事項 

 第 ７ 特別な支援を必要とする児童生徒の就学先について 

 ・ 審議事項 

 第 ８ 議案第１号 職員人事について 

 第 ９ 議案第３号 美里町学校給食運営審議会委員の委嘱について 

 ・ その他 

     美里町児童厚生施設運営協議会委員推薦について 

     令和７年度東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修会の開催について 

     行事予定等について 

     令和７年６月教育委員会定例会の開催日について 

 ・ 閉会 
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本日の会議に付した事件 

 令和７年３月教育委員会定例会議事録の承認 

 令和７年４月教育委員会定例会議事録の承認 

 第 １ 議事録署名委員の指名 

 ・ 報告 

 第 ２ 教育長報告 

 第 ３ 報告第６号 専決処分の報告について（美里町いじめ対策委員会委員の委嘱につい

て） 

 第 ４ 報告第７号 学力向上事業について 

 第 ５ 報告第８号 いじめ・不登校対策事業について 

 第 ６ 報告 ９号 指定校変更について 

 ・ 協議事項 

 第 ７ 特別な支援を必要とする児童生徒の就学先について 

 ・ 審議事項 

 第 ８ 議案第１号 職員人事について 

 第 ９ 議案第３号 美里町学校給食運営審議会委員の委嘱について 

 ・ その他 

     美里町児童厚生施設運営協議会委員推薦について 

     令和７年度東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修会の開催について 

     行事予定等について 

     令和７年６月教育委員会定例会の開催日について 

 ・ 閉会 
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午後１時３０分 開会 

 

○教育長（大友義孝） 改めて、皆さんこんにちは。 

  ５月の教育委員会定例会、大変お忙しいところをありがとうございました。 

  新年度を迎えて２か月。小学校では運動会、土曜日は雨が降ったところもあって、強行して

やったところもあったんですけれども、次の日に順延したところが多かったわけでございます。

中埣小学校は体育館の中で行いましたし、青生小学校は外で行いました。 

  両方行ってみて感じたのは、中埣に最初行ったんですけれども、紅白の応援合戦が体育館の

中はうんと響くんですね。声の小さい子供たちも、かえって自信が出たんじゃないかなという

ふうに思ってきました。青生小学校のほうは、応援合戦は見られなかったんですけれども、徒

競走が逆にできたということなんですよね。体育館だとできませんからね。 

  次の日は青天に恵まれて、朝から保護者の皆さんの協力もあって実行できたようでございま

す。 

  また中総体の関係は、こちらも雨で２日目の最初から順延するということで、昨日２日目を

開催したというところです。後ほど大会の結果が出てきますので、委員の皆さんにお知らせし

たいというふうに思います。大崎地区大会ということで、去年の秋の新人大会からそうなって

きましたけれども、遠田郡大会だと２校しかないので、大崎地区大会でよかったなというふう

に思っています。 

  今後陸上競技大会もありますし、駅伝競走大会もあります。そういったわけで、どうか会員

の皆さん方、時間が許せる限り応援のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

  では、座って説明させていただきます。 

  ただいまから、令和７年５月美里町教育委員会定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員は教育長を含めまして５名でありますので、委員会は成立いたしております。

説明員といたしまして事務局長、それから参事兼学校教育支援室長、主幹、係長が出席してご

ざいます。 

  それでは、会議を行います。 

  まず初めに、令和７年３月と４月に開催されました定例会の議事録の関係でございました。

委員の皆さん方、確認をしていただいたところであります。一部修正等がございましたので、

その修正も済んでおりますけれども、修正させていただきました。このことに関しまして、議

事録２か件について承認いただけますでしょうか。 
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  ありがとうございます。それでは所定の手続を取らせていただきたいと思いますので、事務

局のほうよろしくお願いいたします。 

 

                                            

 

日程 第 １ 議事録署名委員の指名 

○教育長（大友義孝） 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

  今回の署名委員につきましては、教育長から指名させていただきますが、３番大森委員、４

番佐々木委員にお願い申し上げます。よろしくどうぞお願いします。 

 

                                            

 

報告事項 

日程 第 ２ 教育長報告 

○教育長（大友義孝） 次に、報告事項に入ります。日程第２、教育長報告を議題といたします。 

  別紙のとおりでございまして、告示と同時に配布できました資料については以上のとおりで

すが、本日追加資料としておととい北部教育事務所の教育長連絡会がございました。そのとき

の資料を今日配付させていただいたところでございますが、全部ですとかなり厚くなりますの

で関係する部分、主要な部分を報告させていただいたところでございます。 

  まず、先に配付をさせていただきました主な報告事項の中から、数点報告をさせていただき

ます。資料４のページ数で言いますと５ページ以降、７ページをお開きいただきたいと思いま

す。今回町村教育長会議がありまして、令和７年度と令和８年度の役員が加美町の鎌田教育長

先生が会長ということで、就任をいただきました。なお令和６年度までの内海教育長先生、松

島の教育長先生は幹事として残っていただくということになりました。このように、２年単位

での役員改選が行われてまいります。 

  もう１つ残っておりますのが、市町村の市を加えた教育長連絡会がありますので、そちらの

ほうも変更になってくるということでございます。 

  次に、資料の６と７のほうですが、これは町の行政改革推進本部の会議の次第だけを載せさ

せていただきまた。９番は総合計画の策定委員会の関係でありますが、後ほどこれは事務局長

のほうから報告がありますので、そのときに説明をさせていただきたいと思います。 
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  本日の追加資料、こちらのほうにつきましては人事案件が主なものでございますので、委員

の皆さんのみの配付というふうにさせていただきました。新聞紙上で今のところでありますが、

宮城県の教員の募集に対して受験者、応募者が決まってきたということでありますが、昨年度

と比べて人数が少ないんですが、これは今年度定年退職者がいないんです。２年ずつ定年が延

びていきますので、今年はその年に当たっていないので定年退職者がいないということになり

ます。その影響が多少は出ているということです。 

  そのほかに、教員の選考試験の願書を来週まで提出するよう校長先生方に示させていただい

ているんですが、今年度になってから義務教育課、県庁もですけれども本庁も事務所も通知来

るのが遅いんです。それで、各学校が検討する時間もないままに報告をしなきゃなかったりし

ているので、困っているんですね。異動のためにそうなっているということもあるんでしょう

し、また大きく改正点などあれば当然時間がかかるということになろうかと思いますけれども、

末端で地教委とか学校が大変なのでその辺早くしてほしいと要望はしてきました。 

  ちょっとページ数はありますけれども、ご覧いただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

  それから、一番最後に話せばいいんですけれども、大崎市で外国人の学校を開設しましたけ

れども、前から８月に各教育委員会とか学校で「それを見る機会があってもいいよね」という

ことがありまして、その開催要項の案ですけれどもつけておりますので、ご覧いただきたいと

思います。 

  それから大崎市からもう１つ、刀の教科書展というものが開催されるそうです。６月７日か

ら１５日の無料チケットを１枚頂いてきましたので、後で行きたいという方に差し上げます。

何か本物に触れるようなこともあるようですので、普通ですと１，５００円かかるそうですか

ら。 

  それから、もう１つ大事なことを言うのを忘れました。今日配付の資料の生涯学習の１ペー

ジ、一番後ろのほうなんですけれども、そちらのほうに協働教育の関係で本町の青生行政区、

そして「ときわ会」という団体があるんですけれども、青生小学校のほうに大分数十年にわた

って協力をいただいてまいりました。それで、県の教育長から表彰を受けるということになり

まして、宮城県協働教育推進功績者表彰ということで区長さんにおいでいただきまして、庁舎

で表彰伝達を県の専門官からいただいたということでございます。めでたい受賞でございまし

た。 

  それから、今日広報みさとが配布になっていると思うんですけれども、その中で美里中学校
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にデジタル地球儀を寄贈いただきました。大場愛語会の理事長さんからいただきました。こち

らが紹介されている記事が掲載されますので、後でご覧いただきたいと思います。 

  以上が、教育長の報告でございました。何かご質問ございますれば伺いますが、いかがでし

ょうか。よろしいですか。 

  では、以上をもって教育長報告を終了させていただきます。 

                                            

 

日程 第 ３ 報告第６号 専決処分の報告について（美里町いじめ防止対策委員会委員の委嘱

について） 

○教育長（大友義孝） 次に、日程第３、報告第６号 専決処分の報告について（美里町いじめ

防止対策委員会委員の委嘱について）を議題といたします。 

  では、説明のほうをお願いいたします。 

○教育総務課総務係長（森陽祐） 報告第６号 専決処分の報告についてでございます。美里町

いじめ防止対策委員の委嘱について専決処分しましたので、報告するものでございます。 

  専決処分書をご覧ください。いじめ防止対策委員会委員につきましては、令和７年４月の定

例会でも委嘱について議案として提出をいたしましたが、４月の時点で調整が整っていなかっ

た方について専決処分をしたものでございます。 

  中埣小学校のＰＴＡの代表ということで、委嘱しております。４月の定例会の時点で、中埣

小学校ＰＴＡの総会がまだ終わっておりませんでしたが、５月中にいじめ防止対策委員会の会

議を開催する必要がありましたので、専決処分をして委嘱をしたものでございます。 

  以上でございます。 

○教育長（大友義孝） ありがとうございました。いじめ防止対策の会議が５月２０日だったの

で、本日の教育委員会の後ではできなかったということがありまして、専決処分をさせていた

だいたところです。 

  ご質問ございますか。ないようでしたら、次に進めさせていただきます。 

 

                                            

 

日程 第 ４ 報告第７号 学力向上事業について 

○教育長（大友義孝） 日程第４、報告第７号 学力向上事業についてを議題といたします。 
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  では報告を、髙橋主幹お願いいたします。 

○教育総務課主幹（髙橋貴子） 報告第７号 学力向上事業について報告いたします。 

  １番「架け橋プログラム拠点地域における実践研究の取組」についてです。 

  今週の月曜日に、第１回幼保小連携推進委員会を行いました。今年度、県内では美里町と気

仙沼市がこの実践研究に取り組むことになりました。「保幼小接続期カリキュラム」とはどの

ようなものかにつきましては、別紙宮城県版の資料と加美町の取組紹介をご覧ください。 

  月曜日の会議では、県義務教育課幼児教育推進担当の指導主事より講話をいただきまして、

その後３中学校区の３つのグループに分かれてグループワークを行いました。グループワーク

で協議したことにつきましては、申し訳ありませんが、次回の定例会で詳しくご報告したいと

思います。今回は、まず参加者同士の交流と、それぞれの教育現場における課題を出し合うと

いうことが目的でした。次回は、７月７日に２回目の会議を行います。 

  ２ページ目をご覧ください。２番「令和６年度の学力向上に関わる取組と課題」です。２年

目から積極的に「まちこスタディ」の取組が始まりまして、各校から様々な成果と課題があり

ました。取り組んだことが確かな学力につながっていないと感じたり、すぐには学力調査の結

果には表れなかったりもしておりますが、今年度も各校において引き続き実施に取り組み、目

には見えない成果を積み重ねていきたいと感じております。 

  ３ページ目・４ページ目が、昨年の１２月に実施しました総合学力調査の結果報告になりま

す。３ページ目の過年度比較（同一学年）は、過去３年分の同一学年による比較を表していま

す。例えば、昨年度の小学校４年生が、国語において過去２年間の４年生よりも平均正答率で

上回ったということを表しております。 

  ４ページ目の「同一児童・同一生徒比較」のほうは、該当する１つ学年の児童生徒の令和４

年から令和６年の３年間の平均正答率を表しているものです。中学生を見てみますと、全学年

よりも平均正答率が徐々に下がってしまう傾向にありますが、小学生は年度により上がり下が

りが様々で、２つの比較による結果だけでは一概には言えないような状況でございます。 

  今年度は学力調査をベネッセ社から東京書籍の標準学力調査に変更するんですけれども、小

学校高学年と中学校１・２年生ではＣＢＴによる調査を予定しております。これまでより結果

が早く分かりますので、事後の研修や復習に役立てていけるのははないかなと期待しておりま

す。 

  報告は以上です。よろしくお願いいたします。 

○教育長（大友義孝） ありがとうございました。 
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  それでは、質問・質疑を受けたいと思います。委員の皆さん、何かございませんでしょうか。

佐々木委員、どうぞ。 

○委員（佐々木忠夫） 中学生がそれだけ下がっている。ちょっと計算してみると、すごいとこ

ろだと１６ポイントぐらい下がっている。これはあり得ない数字だと思うんですけれども、基

本的にこんなに下がるというか。特に同一学年の子たちが学年が進行するに従って、例えば令

和４年中学生１年生だったのが、令和５年になった段階で英語なんか１６ポイント下がってい

るんですね、令和５年が中１のときに、令和６年で中２になった子たちは１０ポイント下がっ

ていますよね。 

  それから、あと令和４年に小学校の６年生だったのが、令和５年で中学校に上がって算数が

数学に変わって１３ポイントとか下がっていますよね。１、２ポイントというのは分かるとし

ても１０何ポイントというのはあり得ない数字だと思うんですけれども。それはなぜなのかと

いうところをきちっと考えていかないと、そのままなのかなと。 

  私の感覚として、中学校に入った段階で学びから逃げていっている子供たちがすごく多いの

かな。それはなぜなのか、小学校と中学校の差の大きさ、そこについていけないのかなという

ふうな気がするので、そういう点では小学校・中学校の連携とかというのをしっかり図ってい

かなきゃ駄目なのかなと思います。 

  今高校１年生を教えているんですけれども、ちょっと込み入った日本語で話をするだけで、

もう考えることを拒否するような子もいるんですよ。前日にやった問題をそのまま出して「試

験しますよ」と言っているんですが、見た途端もう寝ちゃうんですね。聞いてみると、中学校

時代ほとんど面倒を見られていない子たちというのがすごくあって、中学校時代、多分小学校

もそうみたいなんですけれども、「分からない」というふうな状況になったときに「放ってお

かれている」というふうな話をその子たちは言っているので、そういうことが中学校で起こっ

ているんだとすると、「分からない」というふうな気持ちを抱えているのに、それに寄り添っ

て授業をしてくれるとか指導してくれるとかということがされていなければ、「もう勉強した

くないな」というふうになるのは当たり前だし、複雑なことを考えるというか思考すること自

体を嫌がる傾向がすごくあるんじゃないのかなというふうな気がするんです。 

  私は英語が専門なので、英語に関して言うと、全国的に今この傾向がすごく強くなっている

ということがあって、特に中学校１年生の最初の４月の段階で半分ぐらいが英語学習を諦める。

それが２年生になったときに、さらに半分ぐらいは諦めるというふうな状態なので、こういう

ことが起こってくるのは当たり前なのかな。であれば、全国的にそういう傾向があるというこ
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とは、子供一人一人の責任ではないような気がするんですね。カリキュラム自体が間違ってい

るのか。でも全国的にそうだということは、ほとんどの先生方がそうやって教えていることな

んですよね。 

  最近言えるのは、曖昧さに我慢する力が必要だとかというふうに最近は言われるんですけれ

ども、それが逆に駄目になってくるんじゃないか。何となく分からないということに我慢して、

「やっていれば分かるよ」というふうな指導をしていくと、それが積み重なっていくとどんど

んどんどんその曖昧さがもっとひどくなって、分からなくなっていくという傾向にあるんじゃ

ないか。そういうふうな授業が、今全国の学校で展開されているのかなというふうな気がする

ので、そこのところをきちっと考えて今のカリキュラムとか学校の指導の仕方とかを変えてい

かない限り、無理なんじゃないかなというふうに思うんですよね。 

  そういう点では、なぜこういうことが起こっているのかというのをきちっと捉えていく。そ

ういう点では、生徒一人一人にアンケートを取るとか、生徒一人一人の声を聞いてなぜこうな

ってきているのかをこちらで分析する。ただ単に「下がっている」「上がっていますよ」とい

うふうな結果を書いたからといってそんなのは分析でも何でもないので、それをやっていかな

いと本当に子供たちの学力は上がっていかないし、学力が上がらないということは地域の経済

自体も上がっていかないので、そこを何とかしないと美里町自体が潰れていくんじゃないかと

いうふうな気がします。 

○教育長（大友義孝） ありがとうございます。 

  この結果は美里町だけなんだけれども、もしかしたらよその教育委員会でも同じ結果が出て

いるのかもしれない。これって大きく当美里町だけの課題になるのか、全国的な変化になるの

か、こういった成果が出ていますから、指導主事の先生方とかいろいろ話していく機会もある

ので、それは伝えていかなくちゃならないなと感じました。 

  どうですか。 

○委員（大森真智子） なかなか上の学年になるに従って正答率も下がって、正答率だけではな

くて分かる割合がどんどん減ってきているというところで、これは全員まとめて平均がいくら

ということなんですけれども、一人一人の子供を見たときに去年までできていたのに今年でき

なくなったというような、一人一人の見方が大事なのではないかなと思うんです。 

  宮城県の傾向として、ずっと前から小学１年生から上がっていくに従ってだんだん分からな

くなってくるというのは、その学年で学ぶべきことをしっかり身につけないままに次の年に上

がっていっているのではないかというようなことで、下の学年から例えば標準調査のような調
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査を用いて、下の学年でできていないことはその学年の中でちゃんと学び直しをして上げてや

りましょうということをやってきて、県としては意外と小学２年生ができなくて、真実かどう

か分からないんですけれども、小学２年生に新任の先生が当たることが多くて学級が落ちつか

なくなったとか、それから授業力のことも研修中でなかなかできていないところがあって、２

年生はすごく大事で「繰り上がり」「繰り下がり」の計算や九九があるので、九九が唱えられ

ればいいということではなくて、掛け算とはどういうことなのかという本質的なところをしっ

かり教えるということを含めて非常に重要な学年。 

  ただ、重要じゃない学年はない。どの学年も大事なので、しっかりどの学年も指導していき

ましょうというような形で、全国学力学習状況調査は６年生と中３だけなんですけれども、そ

のほかの学年もこうやって見ていっているのは「下の学年から取りこぼさないようにしていき

ましょう」というところを押さえているので、美里町でも下の学年からこのような調査をして

いるので、やはり先生たちが自分の学年・自分のクラス・自分事として、そして子供たちの平

均ということではなくて佐々木委員もおっしゃったように一人一人の力を、年度の初めにこの

調査をもってみて、１年かけて指導していくというようなことを心がけてもらうことが大事な

のではないかなというふうに思いました。 

○教育長（大友義孝） ありがとうございます。 

  今「全学テ」の話が出たんですけれども、これは対象が毎年変わるわけですよね。去年全国

知事会のほうで、１１月頃に３割の知事さんたちが「やめたほうがいいんじゃないの」「一人

歩きするから、やめたほうがいいんじゃないの」と言っているのに対して、文科省のワーキン

ググループはもっと強硬に「やります」というふうになったんですね。知事さんたちがおっし

ゃっていることを、きちんと把握しているのかどうか。全国的な傾向で「全学テ」をやられて

いるんだと思うんだけれども、学力テストというのはこのようにそれぞれの市町単位にやって

いると思うんですけれどもね。そういったつかみどころをきちんとするほうが、すごくいいん

じゃないのかなと。佐々木委員がおっしゃっているような内容のものに取り組んでいけるよう

になれば、一番いいんだろうと思いますので。 

  幸い、今年の北部教育事務所の所長・班長の先生たちの訪問がまだなんですよ。いつも美里

町は先にやってもらっていたんですけれども、今年は一番最後ということなので、そういった

ところもデータをそろえてお願いしていこうかと思いますので。そういったことで、うちの町

のものを表面化するよう申し訳ないんだけれども、事務所のほうで多分全部のやつ使われると

思うから、その辺を含めていい方向づけをしていけるようにしたいと思いますので、よろしく
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お願いします。 

○委員（佐々木忠夫） すみません、そのために何をするのかということがすごく大事なような

気がするんですよ。具体的に方針を出していかないと、ただ単に「向上するようなことを考え

ていきましょう」ではなくて、それを考えるための何かをつくっていかない限りは、毎年同じ

結果に終わるような気がします。 

  例えば、この結果を各学校の先生方は見ているんですか。 

○教育長（大友義孝） これ、出したの。（「はい」の声あり） 

○委員（佐々木忠夫） そのときに、例えばこれを見てどう授業を改革していくのかをみんなで

話し合うとか、そういうふうな場を設定するとかしない限りは、また来年も同じ結果しか出て

こない。改革というのは実際そうやって動かないと話にならないので、具体的に方針を出さな

い、出して動かないと話にならないので、何か考える必要性があるんじゃないかなと私は思う

んですけれども。せめて先生方で話し合う時間、そういうゆとりを学校につくっていかないと

駄目なんじゃないかなというふうな気がするんですけれども。 

○教育長（大友義孝） 学力向上推進委員会のほうには、まだ出していないんだよね。 

○教育総務課主幹（髙橋貴子） これから、７月にはございますので。 

○教育長（大友義孝） もちろん学校単位のものだけれども。いろいろありがとうございました。

本当に大事なところなので、いい意見をいただきました。 

  そのほか、何かございますか。よろしいですか。 

  じゃあ事務所もそうですけれども、うちの学力向上推進委員会に各学校での協議なんかもや

っていただきたいということ、今度校長会もあるからその中でいろいろ話したほうがいいなと

思いますので。 

  ありがとうございました。では、日程第４まで終わりました。 

 

                                            

 

日程 第 ５ 報告第８号 いじめ・不登校対策事業について 

○教育長（大友義孝） 日程第５から日程第８までは、内容が個人情報になりますので秘密会に

させていただきたいと思っているのですが、秘密会という形でよろしいですか。ありがとうご

ざいます。 

  では、これより秘密会にさせていただきます。  
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【秘密会】 

                                            

 

日程 第 ９ 議案第１１号 美里町学校給食運営審議会委員の委嘱について 

○教育長（大友義孝） 次に、日程第９、議案第３号 美里町学校給食運営審議会委員の委嘱に

ついてを議題といたします。 

  説明をお願いいたします。 

○教育総務課総務係長（森陽祐） 議案第１１号 美里町学校給食運営審議会委員の委嘱につい

てでございます。 

  こちらの委員の委嘱については４月の定例会でも提出をいたしておりましたが、４月の段階

で調整が整っていなかった方について今回提案するものでございます。 

  条例の規定によれば、農業協同組合の代表者から委嘱するというふうになっておりまして、

新みやぎ農業協同組合さんに委員の推薦についてお願いをしておりました。推薦書が提出され

まして、記載の理事の方を委嘱するということでございます。 

  給食の審議会については、急いで会議を開催する必要がありませんでしたので、専決処分で

はなく議案として提出し、６月１日から任期としたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○教育長（大友義孝） ありがとうございます。説明を終わります。 

  質疑に入ります。質疑ありませんか。 

○各委員  「なし」の声あり 

○教育長（大友義孝） 質疑なしということであります。 

  本案は人事案件につきまして、討論については省略をいたします。 

  採決に入ります。議案第１１号美里町学校給食運営審議会委員の委嘱について、本案は原案

のとおり承認したいと思いますが、賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

     （賛成者挙手） 

○教育長（大友義孝） ありがとうございます。挙手全員でございますので、原案のとおり可決

されました。ありがとうございました。 

                                            

  それでは、ここで委員の皆さんにお諮りをいたします。追加議案として、本日提案をしたい

と考えております人事案件につきまして、審議したいというふうに思います。 



 14 

  よって、追加議事日程とすることにしたいと思いますが、委員の皆さんご異議ございません

でしょうか。 

○各委員  「異議なし」の声あり 

○教育長（大友義孝） ご異議なしということでございます。 

  また、この人事案件は秘密会というふうにさせていただきたいと思うんですが、これにご異

議ないでしょうか。 

○各委員  「異議なし」の声あり 

○教育長（大友義孝） ないということでございますので、本件は秘密会とさせていただきます。 

  なお、この議案は教育長に係る案件のため、教育長の除斥というふうになりますので、留守

教育長職務代理者に議長代わっていただきます。留守教育長職務代理者、どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

  それでは、議案書を配付させていただきます。 

【秘密会】 

                                            

 

休憩 午後 ２時４８分 

                                            

再開 午後 ２時４９分 

 

○教育長（大友義孝） では、再開いたします。 

  ただいまの出席委員は教育長を含め５名でありますので、委員会は成立いたしております。 

  会議を続けます。 

 

                                            

 

その他 

○教育長（大友義孝） その他に入ります。 

  まず１つ目です。美里町児童厚生施設運営協議会の委員推薦についてでございますが、別紙

をつけてもらっていたんですよね、推薦書。 

  町長から教育長宛に、この協議会の委員の推薦について依頼を受けておりました。 
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  よってお諮り申し上げたいのですが、この委員につきましては岡委員を教育委員会では推薦

してはどうかというふうに考えたところです。 

  もしよろしければ、岡委員にお願いすることでどうでしょうか。 

○各委員  「はい」の声あり 

○教育長（大友義孝） でありますので、岡先生どうぞよろしくお願い申し上げます。よろしく

お願いいたします。 

  では、続いて令和７年度東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修会の開催に

ついてであります。 

  こちらについては森係長、説明いいですか。 

○教育総務課総務係長（森陽祐） お配りしております資料に、研修会のご案内がございます。

今回は、会場が福島ということになっております。福島のいわきですね。研修会は、７月１１

日の開催ということであります。 

  それから、この研修会に合わせて視察研修のご案内というものも一緒に来ております。研修

会の前日７月１０日に、東北大震災原子力災害伝承会などの視察ということになります。こち

らの出席報告が明日までということになっておりまして、急遽のご案内で申し訳ないんですが、

もしご興味があれば参加をお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○教育長（大友義孝） ありがとうございました。 

  行きたい委員さん、いますか。大森委員、行きますか。佐々木委員は。留守委員は。 

○委員（留守広行） 予定が。 

○教育長（大友義孝） 岡委員は。 

○委員（岡文） ちょっと行けないですね。 

○教育長（大友義孝） ということで、行きたいのは皆山々なようですが、今回については出席

かなわずということでよろしいですね。 

  もう１つあります。後で多分通知があると思うんですけれども、去年山形に行ってもらいま

したよね。あれと同じように、次の日が総会というやつがあるんですよ。あれは、あの時期だ

から秋だったかな、違うな。（「暑かったような気がします」「暑かったと思います」の声あ

り） 

  ９月かな、その頃にまだ東北六県のやつがあるので、また委員の皆さんにご希望を取るとい

うふうにさせていただきたいと思います。 
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  では、次に行事予定等についてですが、まず５日の日には古川と小牛田の郵便局長が来る。

何か「子供ＳＯＳ何だか」というのが毎年行われるので、そのＰＲに来られるということがあ

るようです。 

  それから６月１５日（日曜日）なんですけれども、消防団の演習については９時からなんで

すよ。ただ、委員の皆さんにはご案内が行ったことは多分ないと思いますから、どうぞ南郷の

運動場でやっていますので。 

  あともう１つ、１２時から「アス×ドリスポーツイベント」というのがトレーニングセンタ

ーであるんですね。中身は、プロの選手がバスケットとプロボクシングの女性の藤岡選手。 

○委員（大森真智子） 古川の女子高の出身の人。 

○教育長（大友義孝） あの方も来られて、子供たちとふれあいをするということみたいです。

これが１２時から、トレーニングセンターだそうです。 

  あと、２時からは南郷高等学校の教育振興会というのがありまして、この総会がある。 

  次の１６日、書いていませんが行政区長会議があります。 

  １７日の夜には「ひとめぼれマラソン実行委員会」等々ありまして、一番大事なのが２３日

に指導主事訪問があります。南郷幼稚園です。 

  それから、２７日南郷小学校の指導主事訪問ということで入っています。これ、見ていただ

いても構わないんです、委員の皆さん。資料がまだ出来上がっていないので、出来上がったと

きにご紹介したほうがいいかなと思います。まだ出来ていませんよね。 

○教育総務課学校教育支援室長（大久保賢二） まだ。１週間前に、資料案が届くことになって

いるので。 

○教育長（大友義孝） 南郷幼稚園は、午前中だよね。 

○教育総務課学校教育支援室長（大久保賢二） 幼稚園は、全部午前中です。 

○教育長（大友義孝） 小学校は、午後から。 

○教育総務課学校教育支援室長（大久保賢二） 小学校は、午後から。 

○教育長（大友義孝） というふうなところです。 

  年間の指導主事訪問の日程、委員さん方に配っていなかったでしたっけ。 

○教育総務課学校教育支援室長（大久保賢二） もしかしたら、前月の定例会の学力向上の資料

に年間の日程が載っていたのかなと思います。後ほど確認して、なければ配付したいと思いま

す。 

○教育長（大友義孝） お願いします。 



 17 

  そういう流れの中で、６月の定例会の開催日ですが２６日１時半からという考えで年間スケ

ジュールには入れておりましたが、委員の皆さんご都合はどうでしょうか。よろしいですか。 

○各委員  「はい」の声あり 

○教育長（大友義孝） じゃあ、予定どおり２６日に行うというふうにさせていただきます。 

  そのほか、その他に書いておりませんが、事務局長のほうからよろしいですか。お願いしま

す。 

〇教育委員会事務局長兼教育総務課長兼地域学校連携室長（佐藤功太郎） それでは当日の配布

で恐縮なんですが、「美里町教育委員会における今後の協議事項について」という１枚物のペ

ーパーがございますので、それでお話をさせていただきたいと思います。 

  まず、１点目でございます。「美里町教育振興基本計画と美里町総合計画・美里町総合戦略

について」ということでございまして、現在のこの２つの計画が改定時期になりまして、来年

度新しい計画にするために策定作業を行う予定になっております。町長部局との兼ね合いもご

ざいますので、これから町長部局でも策定作業が始まりますので、そこといろいろ調整しなが

ら資料を教育委員会の会議で出させていただいて、協議を進めていきたいというふうに思って

おりますので、よろしくお願いしたいというところでございます。 

  ２つ目が「今後の学校給食の在り方」ということで、給食調理場が大分経年劣化等々もござ

いまして、配食を含めて今後の学校給食の在り方について検討を行う必要があるということで

ございます。これにつきましても、事務局でいろいろと素案をつくらせていただいて、教育委

員会の会議でご協議いただきたいというところでございます。 

  ３つ目が「美里町立小学校の在り方について」ということでございまして、児童数の減少等

に伴いまして、再編等を含めて今後の在り方について検討を行わざるを得ないというような状

況になってきているというところでございまして、これにつきましても今後事務局のほうで資

料を作成しながら、教育委員会の会議でご協議いただいていく必要があるというふうに考えて

いるところでございます。 

  最後、４つ目です。「文化財保護委員会等について」ということで、文化財保護委員会につ

きましては令和５年度以降会議が開催できていない状況でございまして、委員の任期も終了し

ているというような状態になっているところでございます。大変申し訳ないというところでご

ざいます。文化財保護委員会の所掌事務は、「教育委員会の諮問に応じて文化財の保存及び活

用に関する基本的な事項について調査審議し、並びにこれらの実行について教育委員会に建議

する」というふうになってございます。 
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  今後、事務局で文化財の保存及び活用について、文化財保護委員会へ諮問するべき事項を整

理させていただいて、教育委員会の会議で諮問事項の協議、あとは文化財保護委員会の委員の

選任を行っていただきまして、文化財保護委員会を再開したいというふうに考えているところ

でございます。これらにつきまして、次回以降の会議でご協議をいただきたいというふうに考

えてございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  私からは以上でございます。 

○教育長（大友義孝） ありがとうございました。 

  以上４点、今後の協議事項ということでございます。どれも重い事案ということになります

が、総合計画・総合戦略については今説明ありましたように、今年度で終了ということになり

ますから、それらの実績などを踏まえて今後向こう５年間、１０年間。（「５年間です」の声あ

り）５年間の事業の内容を精査していく、つくっていく。あわせて教育振興基本計画、こちら

のほうと呼応するように接していかなきゃならないということなるんですね。 

  ２つ目・３つ目については、事務局で案を作成していただきますけれども、どういうふうな

形で進めていくかということですね。まず、こういうふうにするという「ありき事業」ではな

いので、どういうふうにしていかなきゃないのかということを、委員の皆さんと意見を出し合

って整理していくというふうに考えているところなんですね。 

  ただ、この「給食の在り方」と「小学校の在り方」はどうしても同じリンクする施設のもの

だから離して考えるわけにもいかないし、それから例えば小学校が後で統廃合をするというこ

とになっても、給食は「待った」がきかないところもあるので、そっちのほうを先行しないき

ゃないという意見なんかも、今後委員の皆さんから見ていただいてあるのかなというふうにも

感じていました。 

  特に、青生小学校の関係については栄養士まだ見つかっていないので、どうしてもいないと

いうことで。ただ、弁当給食には踏み切っていないです。自校でつくってもらっている。これ

は、事務局の努力で今やっているところなんですけれども、いつまで持ちこたえられるかとい

うというところがあるので、ハローワークとかいろいろなところに募集していますし、これま

でも諦めたわけじゃなくて、声かけるのを諦めたわけじゃないので、そのように今展開してい

るところであります。 

  文化財の関係については、大変申し訳なかったんだけれどもできていないということがあっ

て、さっき佐々木委員が言ったように「やれよ」「やれよ」と言っただけでは駄目で、やっぱ

りみんなでやっていかなきゃいけないところがあるから。そういうところもあったので、こう
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いう形で進めさせていただきたいと思います。 

  今、ご意見ありませんか。今後、意見をいただいていくことにしたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

  では、以上で本日の日程は全部終了したところですが、委員の皆さんから特段ないですか。

事務局のほうでもない。 

  じゃあ全部終了したところでございますので、以上をもちまして令和７年５月教育委員会定

例会を閉会いたします。 

  大変ありがとうございました。 

 

午後３時００分 閉会 
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  上記会議の経過は、事務局教育総務課が調製したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名いたします。 

  令和７年６月２６日 

 

署 名 委 員                       

 

署 名 委 員                       

 


